
 

 

平成 30 年５月 25 日 

参考資料 

公文書館における個人情報の含まれた旧優生保護法関

係文書の提供事案の発生について 

このたび、県立公文書館で旧優生保護法に基づく不妊手術に係る補助金の実績報告書を閲

覧された方からのお問合せがあり、調査をしたところ、手術を受けられた９名分の氏名、年齢及び

疾病名等の情報を伏せずに公開したことが判明しました。 

１ 経緯 

公文書館では、最初の閲覧請求時に個人情報が含まれているか職員が審査しています

が、その際、見落としがあったため、その後の請求においても、個人情報を伏せずに公

開していたものです。 

 

２ 個人情報の公開状況について 

本件に関しては、判明しているだけで、平成 28年 12月以降 12回（がん・疾病対策

課による閲覧２回を含む）、閲覧等に応じており、それ以前も個人情報が入った形で公

開していた可能性があります。現在、詳細について調査中であり、判明次第、後日、発

表します。 

 

３ 今後の対応 

公文書館では、今回の事案を受けて、一度確認を行い、すべて公開することとしていた文

書についても、不適切な情報が含まれていないか再度確認を行うとともに、しっかりと原因究

明した上で、再発防止に努めてまいります。     
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